
  

平成２４年７月発行 

【はじめに】 

５月２３日（水）に臨時議会が開かれ、正副議長を含めた新しい人事、所属委員会が決まりま

した。議長には村上宇一議員（自民党）、副議長には木下広議員（公明党）が選出。今年度、私

が所属する委員会は下記の通りです（豊島副都心開発調査特別委員会には区議全員が所属）。 
 

常任委員会：総務委員会 特別委員会：行財政改革調査特別委員会 
 

総務委員会、行財政改革調査特別委員会は共に区政全般に関わるテーマが多い委員会です。 

視野を拡げるチャンスだと思いますので、しっかりと勉強して役割を果たします！ 

 「子ども文教委員」ではなくなりましたが、引き続き教育の問題にも取り組む所存です。 

【平成 24 年第 2回定例会】 

６月２２日（金）～７月６日（金）の会期で、第２回定例会が開かれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私が所属する総務委員会へは、議案 3 件、陳情 3 件が付託されました。政策経営部、総務部

といった区の全体的な方針を決める部署の内容を管轄するため、総務委員会では予算や契約に関

わることの他、総務部危機管理課が受け持つ「放射能対策」などが案件として扱われます。 

補正予算は全会派一致で可決されました。 

緊急雇用創出事業は、厳しい雇用情勢に対して短期間雇用をするもの（原則半年以内の雇用）。

事業が認められれば全額補助金となります。 

   

 
 

【豊島区議会レポート】 Vol.５ 

～平成２４年第２回定例会～ 

【主な議題】 

・平成２４年度豊島区補正予算第 1 号（補正予算額は 3.18 億円。内訳は緊急雇用創出事業な

どの特定財源が 2.36 億、区の一般財源が 0.82 億円。震災・防災対策、耐震補強工事、窓口業

務の効率化、庁内システム整備など。） 

・豊島区特別区税条例の一部を改正する条例（法律改正に伴い、防災対策用の財源とするた

め、H26～35 年度まで区民税均等割の額を 500 円加算するなど。） 

・豊島区自転車の安全利用に関する条例（罰則規定がない理念条例。意識啓発が目的。） 

・その他、専決処分報告、都から区へ権限が移譲されたことに伴う条例改正など 



 【視察報告】  
６／１１～１２にかけて、自民党豊島区議団の視察を行いました。 

主な視察先は、青梅市役所（新庁舎視察）、才教学園（長野県松本市、私立の小中一貫校）、長

野県箕輪町（セーフコミュニティ視察）でした。 

才教学園は世のため人のために尽くす高い志を育てる、志教

育を掲げています。 

「志教育の土壌」と山田校長先生が仰っておられたのは、正

に規範形成教育そのものでした。 

今後、才教学園の卒業生たちが、志を持って日本を支える人

材に育つことを楽しみにしています。  

今回の視察で得られた気付きを、今後の提言に活かしていきます。 

【木造住宅密集地域の改善について】 

豊島区には、木造住宅が非常に密集している地域（特に東池袋４、５丁目地区、上池袋地区、

池袋本町地区）があり、防災上の重要な課題となっております。 

そうした中、東京都は市街地不燃化をより強く進めるため「木密地域不燃化１０年プロジェク

ト」実施方針を策定し、先行実施地区３地区の公募を行っています（指定を受けると、助成金上

乗せ等の優遇措置）。２３区内からは１２地区の応募（豊島区からは東池袋４、５丁目地区）が

あり、８月下旬までに３地区程度が選ばれる予定です。 

また、東京都の都市計画道路の特定整備路線（火災

時の延焼を遮断する目的）として、都内で新たに２３

区間が指定（そのうち、豊島区を含むのは何と７区

間！）、平成３２年（２０２０年）までの完成を目指

すことになりました。 

首都圏でマグニチュード７級の地震が近いうちに

起きるといわれております（政府発表：３０年以内、

東京大地震研究所：４年以内など諸説があります）。 

災害に強いまちづくりをすべく、ハード面、ソフト

面での対策を充実させていきます。 

 

木密地域の解消は防災上の大きな課題です。 

【編集後記】 

国政は消費税増税法案を巡って政局が過熱して

います。持続可能な社会保障の仕組み、選挙制度

改革、震災復興、デフレ脱却、外交問題…内憂外

患を抱えている中、国民不在の政局合戦のみでは

なく、国会議員には責任ある政治の在り方を示す

ことが求められます。 

地方議会では政局に惑わされることなく、区政

の将来に必要な為すべきことを進めていく所存で

す。皆様のお声をお聞かせ下さい。 
 

※月１回程度、活動報告のメールマガジンを作成してい
ます。ご希望の方はメールや電話でお問い合わせ下さい。 

 

子供達の世代へ責任ある政治を！！ 
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